
【令和２年度国第３次補正予算に伴う本市の対応について】

　令和３年度当初予算（支出） ①+② ※国費1/2 令和２年度補正予算（支出） ※国費1/2

　　○「防災・安全交付金」事業 ① 補正前

補正額 ①+②

補正後

　○「防災・安全交付金」事業　①

　　〇「ゲリラ豪雨対策９年プラン」事業（個別補助事業） ②

　〇「ゲリラ豪雨対策９年プラン」事業（個別補助事業）　②

4,558,190千円

　下水道事業経営戦略と令和３年度予算の乖離について

4,916,565千円

358,375千円 3,433,800千円

385,120千円

3,818,920千円

〇当初予算資料「令和３年度上下水道局当初予算事業・セグメント別フレーム」は、総計予算主義の観点から税込みで表記、

経営戦略 投資・財政計画の収益的支出については、損益計算書ベースの税抜きで表記したため乖離が生じた。（差異：△345,763千円）

〇資本的支出（税込み）については、令和３年度当初予算編成後に、国の補正予算により公共下水道事業の建設改良費の一部を

令和２年度予算へ前倒ししたことから、建設改良費が減少したため乖離が生じた。（差異：△385,120千円）

・112号雨水幹線

・総合的な雨水管理計画の策定に向けた検討

・水門町ポンプ場

・湖南浄化センター非常用発電施設整備

・下水道施設耐水化計画

・管路施設調査業務委託

・管路施設点検業務委託（実施設計）

・下水道管理センター沈砂池設備改築

・石塚樋門、ポンプゲート場予定地（用地買収･建物補償）

・168号雨水幹線流入管

・排水樋門の遠隔操作化

・管路施設点検業務委託

・郡山地区管渠、

マンホール改築

・下水道管理センター増設ポンプ（基本設計）

・資材価格特別調査

・小原田貯留管 ・発注者支援業務

・駅前地区管渠 ・雨水流出抑制設備補助

・図景貯留管 ・止水版設置補助

・図景導水管

・石塚貯留管

・麓山導水管

・下水道管理センター樋門、放流渠整備

・下水道管理センター増設ポンプ

・133号雨水幹線（舗装復旧）

・３号幹線放流管（設計委託）

・静御前通り地区管渠整備（測量設計）

・大河原地区管渠整備（測量設計）

・４～３号バイパス管（調査委託）

・資材価格特別調査

補正額：138,920千円

令和３年度補正予算 △385,120千円

補正額：246,200千円

―：既計上事業、―：前倒し事業

・112号雨水幹線

・168号雨水幹線流入管

・149号雨水幹線（測量設計）

・石塚樋門（測量設計） ・水門町ポンプ場

前倒し額：138,920千円

・赤木貯留管 ・図景貯留管

・小原田貯留管 ・麓山導水管

・３号幹線放流管（支障物移設）

・下水道管理センター増設ポンプ 外

【令和２年度事業】
前倒し額：246,200千円

【令和２年度事業】

第６回審議会(書面開催)

意見に対する回答(その１)



（単位：千円）

令和２年度 令和３年度 令和２年度 令和３年度 令和２年度 令和３年度
決算見込み 当初予算 決算見込み 当初予算 決算見込み 当初予算

１　営業収益 5,144,177 5,140,711 △ 3,466 25,900 26,103 203 124,560 125,579 1,019
　うち使用料 3,940,571 3,927,528 △ 13,043 25,900 26,103 203 124,560 125,579 1,019
２　営業外収益 3,046,637 2,992,727 △ 53,910 347,207 360,121 12,914 537,034 545,732 8,698
　うち他会計補助金 1,827,645 1,805,871 △ 21,774 282,019 293,092 11,073 363,485 364,627 1,142

収入計 8,190,814 8,133,438 △ 57,376 373,107 386,224 13,117 661,594 671,311 9,717
１　営業費用 7,414,119 7,447,594 33,475 310,673 327,608 16,935 574,681 591,797 17,116
　うち職員給与費 316,746 361,676 44,930 0 0 0 8,840 8,588 △ 252
　うち維持管理経費 2,942,411 3,011,800 69,389 99,536 119,012 19,476 176,899 201,967 25,068
２　営業外費用 975,747 894,560 △ 81,187 62,554 58,616 △ 3,938 80,952 79,335 △ 1,617
　うち支払利息 955,200 873,146 △ 82,054 60,577 56,571 △ 4,006 80,952 72,729 △ 8,223

支出計 8,389,866 8,342,154 △ 47,712 373,227 386,224 12,997 655,633 671,132 15,499
325,233 100,001 △ 225,232 120 0 △ 120 1 1 0
6,228 1,609 △ 4,619 0 0 0 190 180 △ 10

119,953 △ 110,324 △ 230,277 0 0 0 5,772 0 △ 5,772

１　企業債 5,195,700 4,149,300 △ 1,046,400 67,600 41,200 △ 26,400 94,400 162,500 68,100
２　他会計出資金 1,909,407 2,059,042 149,635 136,688 140,182 3,494 177,365 174,564 △ 2,801
３　国補助金 3,675,362 2,793,652 △ 881,710 33,923 6,570 △ 27,353 73,604 116,179 42,575
４　その他 128,510 132,807 4,297 1,352 14,140 12,788 0 0 0

収入計 10,908,979 9,134,801 △ 1,774,178 239,563 202,092 △ 37,471 345,369 453,243 107,874
１　建設改良費 11,391,587 7,117,258 △ 4,274,329 128,273 89,080 △ 39,193 177,122 293,675 116,553
２　企業債償還金 5,048,613 5,060,363 11,750 257,828 263,217 5,389 385,465 389,627 4,162
３　その他 500 500 0 0 0 0 0 0 0

支出計 16,440,700 12,178,121 △ 4,262,579 386,101 352,297 △ 33,804 562,587 683,302 120,715
△ 5,531,721 △ 3,043,320 2,488,401 △ 146,538 △ 150,205 △ 3,667 △ 217,218 △ 230,059 △ 12,841

5,531,721 3,043,320 △ 2,488,401 146,538 150,205 3,667 217,218 230,059 12,841
0 0 0 0 0 0 0 0 0
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　令和２年度決算見込みと令和３年度当初予算の比較について

区分
公共下水道事業 特定環境保全公共下水道事業 農業集落排水事業

差異 差異 差異

【収益的収支】

〇使用料：概ね同程度を見込む（共通）

〇職員給与費：退職予定者の増加（１人→３人）（公共下水道）

〇維持管理経費：汚水施設、雨水幹線、雨水貯留施設の整備等に伴う維持管理費の増加（共通）

〇純利益：Ｒ２は、予算編成時には下水道管理センター遊休資産解体（資産減耗）により純利益はマイナスとなる見込みであったが、

県中流域下水道維持管理負担金精算還付金（235,757千円）による収入増加に伴いプラスに転じる見込み（公共下水道）

Ｒ３も前年同様に下水道管理センター遊休資産の解体を進めることから、純利益はマイナスを見込む。

なお、経理外において企業債を借り入れるため現金に不足は生じない。

【資本的収支】

〇企業債、国庫補助金、建設改良費：国補助事業の前倒し、赤木・図景貯留管整備終了に伴う減少（公共下水道）

第６回審議会(書面開催)

意見に対する回答(その２) 


